
１．観測結果

平成30年4月 平年値との差 昨年4月との差
（平年値） （昨年4月観測値）

水　温 表層 15.0 ＋ 3.1 ＋ 2.6
（℃） (11.9) (12.4)

底層 12.6 ＋ 1.1 ＋ 0.6
(11.5) (12.0)

塩　分 表層 32.31 － 0.35 － 0.25
（PSU) (32.66) (32.56)

底層 32.60 － 0.26 － 0.09
(32.86) (32.69)

透 明 度 5.4 ＋ 0.6 ＋ 0.2
（ｍ） (4.8) (5.2)

      ※　観測値　：　周防灘１２定点の平均値を表しています。
      ※　平年値　：　過去３０年分の同月平均値を表しています。

２．概　況
(1)水温
・表層は甚だ高め、底層はやや高めでした。
　３月下旬の気温の上昇が表層水温の上昇に影響を与えたと考えられます。

(2)塩分
・表層、底層ともに平年並でした。

(3)透明度 　
・透明度は平年並でした。
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３．その他

調査結果（グラフ）

　(1)　水温

　(2)　塩分

　(3)　透明度

0

1

2

3

4

5

6

(m
)

透明度の推移

観測値

平年値

0

5

10

15

20

25

30

(℃
)

表層水温の推移

観測値

平年値

0

5

10

15

20

25

30

35

(℃
)

底層水温の推移

観測値

平年値

28

29

30

31

32

33

34

(P
S
U
)

表層塩分の推移

観測値

平年値

28

29

30

31

32

33

34

(P
S
U
)

底層塩分の推移

観測値

平年値


